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小学校高学年の「造形遊び」の実践についての一考察
現代アート作家との出会いを通して－－
A Study on the Application of "Zokei-Asobi" to Upper Graders in Elementary School



























































かかわらず 「遊び性とは何か 」という説明がきちんと、 。
なされていないために、本来の遊びのよさが周知されて







































































代アート作家についても、昨年度 「つやまあーと」 の、 ＊５
招待作家として衆楽園で制作を行った、ランドアート作
家大久保英治に依頼し、これも快諾してもらった。




































































































































だちをかく」などの 「見てかく絵 （写生画）に抵抗感、 」
のある子どもが多い 「自然のものでつくる」という活動。



















































































) 年 月 日に大阪教育大学天王寺キャンパスにて行わ2 2006 12 13
れた、美術科教育学会第 回西地区会では 「 三十歳”目前12 、“
の造形遊びを磨く」というテーマで、討議が行われた。
)詳細は共同研究者加藤泰三が、本誌で論じている。3
)前掲 )の会の討議の中で 「造形遊び」誕生に関わった三澤正4 2 、
彦らの発言で明らかになっている。
年より毎年津山市を会場に行われているアートイベント5)2002
で、募集した年賀状を審査・展示する「えとあーと」と、作
家を招待して行う「つやまあーと」の部門がある。
